
NO．252

55年

編集と発行　白石市役所総務課・宮城県白石市字桜小路35・・印刷　本木印刷㈱

㌃写 四頚

ザ乳＿譲

　　　　　　　　鐸

艶

轡

ヨ
・
瀬
調
運

㌘
熱
薪

蝦　嫉

難．

識幽鐘　響，
六時の鐘（写真研究会集団新白石1

～
一

勤．

竈民憲章
住みよい白石をつくるため

雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は

　自然を愛し　f主みよい白石を　つくります。

文化を高め　美しい心を　そだてます。

　健康で　あたたかい家庭を　きずきます。

　仕事にはげみ　豊かな郷土を　つくります。

　きま1）を守り　明るい社会を　きずきます。
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？
塾

俗
攣
ギ
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は

　
　
「
コ
…
ユ
ニ
テ
ー
」
と
い
う
こ
の

舌
を
か
み
ワ
て
う
な
言
葉
を
聞
歩
－
、
、

　
ど
ん
な
二
と
な
の
か
疑
問
に
田
翌
で
、

　
い
る
方
か
多
い
の
て
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
f
と
い
う
と
何
か
特

別
新
し
い
こ
と
に
き
こ
7
．
ま
す
か
，

す
で
に
古
代
ギ
リ
ン
ヤ
の
社
会
に
お

　
い
て
合
議
制
と
い
う
一
つ
の
民
主
的

方
法
か
と
ら
れ
’

、
い
か
．
な
か
で
、
、
こ

れ
に
参
加
す
る
一
人
｝
－
．
の
意
見

を
集
約
し
！

．
、
一
つ
の
物
事
か
な
さ

鋪
「
∬
…
…
「
、
騨
懸

毯
潔
灘
灘
躍
亭

　
　
　
　
癩
－
、
磯
纐
繍
鰹

諺停

簿

婁
霧

垂

、
．
．
暑
～

酬

筆

雛
れ
で
、
い
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
子
，
－
と
は
今
日
に
お
い

1
㌧
は
、
特
定
社
会
の
中
の
も
の
て
は

な
く
、
亭
．
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
入

マ
の
相
．
互
信
．
頼
関
係
の
上
に
結
ば
れ

た
む
の
f
、
す

．
そ
れ
は
個
ヤ
八
の
自

主
性
と
責
任
と
を
自
覚
し
た
上
で
、

一
て
の
地
域
の
特
殊
性
を
ふ
ま
え
な
が

白
、
地
域
に
共
通
し
た
、
い
く
つ
か

の
課
題
を
解
決
し
で
、
い
こ
う
と
す
る

隼
㍗
ま
り
で
．
す
、

な
ぜ
必
要
と
な
っ
て
き
た
か

て
は
一
体
こ
う
L
た
こ
と
か
な
ぜ

・署

に行なわれた緑ヶ丘緑地植樹

必
要
に
な
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

今
日
の
社
会
は
六
〇
年
代
以
後
、
急

激
な
経
済
発
展
を
と
げ
、
身
の
ま
わ

り
の
物
資
も
驚
ろ
く
ほ
ど
豊
か
に
な

っ
．
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
別
の
面

か
ら
見
た
場
合
は
日
々
の
交
通
事
情

の
悪
化
に
よ
る
交
通
公
害
、
あ
る
い

は
工
場
か
ら
の
騒
音
、
汚
水
、
ば
い

煙
等
に
よ
る
生
活
環
境
の
悪
化
、
自

然
破
壊
、
ま
た
私
た
ち
の
意
識
や
価

値
観
の
多
様
化
な
ど
に
と
も
な
い
”

隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
”
の
マ
イ
ホ
ー

ム
傾
向
が
強
く
な
り
、
マ
イ
ホ
ー
ム

を
取
り
巻
く
地
域
環
境
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
に
考
え
な
い
、
っ
ま
り
地
域

に
つ
い
て
は
、
無
関
心
と
い
う
こ
と
が

多
く
な
る
な
ど
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
に

は
い
ろ
い
ろ
な
間
題
が
で
て
き
て

い
ま
す
。

　
二
う
し
た
問
題
は
人
間
に
と
っ
て

あ
る
べ
き
姿
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
に

ど
う
対
処
し
て
行
く
の
か
、
ま
た
ど

う
い
っ
た
順
序
で
進
め
て
行
く
か
を

地
域
住
民
す
べ
で
、
で
解
決
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の

問
題
と
取
り
組
み
、
話
し
合
い
、
考

え
あ
い
、
実
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
地
域
の
暮
ら
し
を
楽
し
く
、
豊

か
に
す
る
運
動
が
必
要
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

市
民
意
識
の
連
帯
を
深
め
る

　
何
と
な
く
む
ず
か
し
い
こ
と
の
よ
う

に
聞
き
と
れ
ま
す
が
要
は
昔
か
ら
行
な

2

λ
毯

＜

わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
の
一
つ
の
問
題
に

対
す
る
「
寄
含
一
と
い
う
型
で
レ
y
や
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
、
封

建
的
〔
伝
統
型
羊
、
は
な
・
－
＼
古
き
を
た

す
ね
て
新
し
き
を
知
る
（
温
故
知
新
）

と
い
う
創
造
的
、
新
市
民
意
識
の
連

帯
を
深
め
よ
ら
と
す
る
（
市
民
型
の
〉

も
の
な
の
で
す
ン

鷹
巣
地
区
モ
デ
ル
地
区
指
定

　私達の住む鷹巣地区は、成立に何百年の時間差か

あり、また造成された土地柚から、蒼戸は孤立が当

然のように建築されています。

　コミュニテ1・は社会構成の基本単位で、長い歴史

に支えら才1．、連帯、親和、共同の心で結ばれている

ものです。しかしここでは、この心を育てることか

ら始めなければなりません。それで、誰でもする気

かあれば出来る二とを第！条件にして、「美しいコミ

ュニテfl乍り」に取り組むこ，とを提案します，幸い

芽生之は見られます、、有志・による遊園地の清掃、側

溝を利用してプニユ　ーをならべ、折り折りの花を

飾って行くようなことなど．このようなA、マの気持

をみんなで広げ大きくしていく、一へが、近隣（自治

会班など）が、全体（環境部会）な。どが活動を続け

て行く、急がず、ゆっくりと．私達のコミュニテfは

末長．く、いや永遠にあ1）続けるのですから。

　そして、私達の力及建ないll二ころは行政当局にお

願いして、実現を図ろ’うでは、一りませんか。

去る4月20目

コ
、
・
、
ユ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
私
の
提
言

　　・、剛

遠藤美樹さん
郡山字花見平

　
そ
こ
で
当
市
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
チ

，
1
づ
く
り
で
、
す
か
、
新
し
い
ふ
る
さ
－
．
『
つ

く
り
の
ひ
と
つ
と
し
で
、
、
昭
和
四
十
七
年

か
ら
住
民
の
つ
な
か
り
を
求
唱
、
潤
い
ゐ

あ
る
社
域
社
会
を
目
指
す
コ
ミ
3
三

f
対
策
を
進
め
f
、
い
る
宮
城
県
は
、
昨

年
六
月
一
日
、
白
石
市
最
大
の
入
口
急
増

地
区
で
あ
り
集
含
住
宅
の
多
い
鷹
巣
地

区
を
モ
テ
ル
コ
ミ
．
三
テ
．
－
地
区
に
内
定

し
ま
し
た
．
白
石
市
で
は
二
れ
を
受
け
で
、

鷹
巣
地
区
の
皆
さ
ん
に
計
り
ま
し
た
と

こ
ろ
昨
年
十
一
月
一
日
行
政
区
長
や
地

区
内
の
各
種
団
体
、
組
織
等
か
ら
な
る

「
鷹
巣
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
，
－
推
進
協
議
会
」

が
結
成
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
．
ー
セ
ン
タ
ー

の
建
設
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
の
整

備
、
カ
ー
ゴ
ミ
ラ
ー
の
設
置
な
ど
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ゴ
施
設
整
備
事
業
計
画
案
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
計
画
案
に
よ

る
と
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
．
．

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備

　
　
　
に
関
す
る
基
本
謝
画

Φ
安
全
鮭
保
施
設

　
防
火
音
ゆ
識
の
高
揚
に
努
め
、
老
人
、

児
童
、
生
徒
な
ど
の
安
全
を
図
り
防

毘
灯
。
カ
ー
ブ
三
つ
ー
の
整
備
、
路

面
改
良
な
ど
を
進
め
、
地
域
ぐ
る
み
、

庄
戻
、
～
？
琴
ゆ
理
解
と
協
力
に
よ
る

災
害
の
未
然
防
止
に
努
め
る
。

0
て
化
施
設

　
当
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
で
活
動
の

拠
点
と
し
で
、
．
複
合
的
機
能
を
も
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

i
セ
ン
タ
ー
を
建
設

し
！
－
－
行
く

O
’
ポ
ー
卍
施
設

　
近
年
、
余
暇
を
利
用
し
た
健
康
づ

！
、
u
ヘ
リ
立
思
識
が
古
同
↓
工
’
リ
　
ヴ
ヘ
ρ
爪
ー
ツ
藤
炭

好
者
か
増
加
傾
同
に
馬
り
ま
す
、
現

在
、
当
地
区
て
は
寿
山
公
園
や
団
．
地

内
に
造
成
さ
れ
た
遊
園
地
を
利
用
し

で
、
い
る
か
面
積
か
狭
少
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
セ
ン
タ
ー
に

軽
一
、
ポ
ー
ツ
室
を
設
け
る
と
と
も
に
、

緑
テ
丘
地
内
に
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
施
設
を
整
備
し
フ
ヘ
ポ
ー
ツ

を
通
し
で
、
コ
ミ
η
二
一
テ
，
1
活
動
の
効

果
曲
推
進
を
図
る
、

ω
公
園
施
設

　
地
区
内
に
第
二
児
童
公
園
の
外
、

団
地
内
に
設
け
ら
．
れ
た
遊
園
地
な
ど

か
あ
る
が
　
施
設
の
整
備
は
ほ
と
ん

ど
な
さ
れ
で
、
い
な
い
の
で
遊
園
地
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
　
鷹
巣

古
墳
の
整
備
を
進
め
で
、
公
園
化
を
図

り
住
民
の
憩
h
の
場
と
す
る
。
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　　　　　　一　　　　一　　　一　　一　一「

一1

出歳

会計

予算現額67億5，427万円
支出済額54億i，763万9千円
執行率80．2％

60，1％8，412万円

ヨ98，70，フ1億3，078万8千円

日
　　　　予算額

　　　　執行率（％

1

意3，047万2千円

億4．5〔10万1千円

「13億3．088万9千円

14億1，508万3千円

」94。7％1億3，394万2千円

二二二191．3％2億154万8千円

璽2億7，595万5千円

三巫］］3億9，482万6千円

虹］5億1，164万6千円

　　　　92．6ク0

　　　　88．500

　　　　68．400

　　　　　79．7％

その他

議会費

商工費

消防費

公債費

衛生費
農林水産費

民生費

土木費

教育費

012345678ト11⇔11121314151H71呂19臆

昭和55年3月31日現在
　　　　1単位千円）

昭和54年度各会計の予算執行状況

出歳入

　予算残害

「238，171

支出済各1額入収未収入済額

　　　　　　　　　　　　　i　　　　歳

予算現額L一＿．＿、、一＿一．＿

調　定　額

別言十会

1，183．65967，4641，375．4561．442．92U1．421．838国民健康保険

2．4068．4151．2459，48310。72810．821
自石市簡易

水道事業

127．76697．784、
U206，1）26206．026225．550下水道事業

84526．58562826，88827，51627．430
地方卸売
市場事業

369．1961．316．44369．3371．617』8531．687．1901．685．639計

4

五
十
四
年
度
L
闘
㌦
二
』
卜
￥
「
」

下
半
知
豊
弔
の
ぞ
地
鉱
〃

他
料
料
金
金
税
金
税

　
　
　
　
ビ
ヲ

義
轟
付
噺

そ
使
及
分
及
自
交
地

入
　
金
　
金
　
入
　
債
　
税

　
　
　
　
収

収
　
入
　
越

　
　
　
　
産

諸
　
■
苑
　
繰
　
財
　
市
　
市

国・県支出金

地方交付税

入歳

　　　　　　　　1，546万円
　　　　　　　　　93．7％
　　　　　　6，443万9千円
　　　　　　　　　104‘7％1

　　　　　　7・’03茗翻1

　　　　　　7，’62鋸翻1

　　　　　　1f幣1賜［

　　　　1鰍鰯観ロ
　　　・1意6251万襯〔

　　　1億7・43囎罷［

　　1億9・164万績男□

　　　　　　　55．7％

99．2％

　　　　74．5％

　　　100％

予算現額67億5，427万円
収入済額58億144万4千円
収入率85，9％

Eヨ　　　予算額
　　　収入率（％）

　　　　　　　　101、意4，420万円

　　　14億594万円［二

14億5，812万3千円二

　　181、意8，692万4千円

1意，11918171615141312111098　76　54　32　10

依
存
度
高
い
市
の
財
源

五
十
四
年
度
一
般
会
計
の
収
入
状
況
〔
五
十
五
年
三
月
三
十

一
日
現
在
）
は
、
五
十
八
億
百
四
十
四
万
四
千
円
で
歳
入
全
体

の
八
十
五
・
九
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
建
設
事

業
に
充
当
す
べ
き
市
債
や
国
、
県
補
助
金
等
が
入
っ
て
い
な
い

た
め
で
、
五
十
五
年
五
月
ま
で
に
は
百
％
収
入
に
な
る
見
込
み

で
す
。
ま
た
市
税
は
十
四
憶
五
百
九
十
四
万
円
（
収
入
率
九
九

・
二
％
）
が
納
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
歳
入
の
中
で
最
も

大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
十
八
億
八
千
六
百

九
十
二
万
四
千
円
、
次
い
で
国
、
県
支
出
金
が
十
億
八
千
六
百

二
十
六
万
七
千
円
、
市
債
は
五
億
八
千
百
七
十
万
円
と
な
っ
て

お
り
、
依
存
財
源
の
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
で
は
予
算
全
体
の
八
○
・
二
％
に
あ
た
る
五
十

四
億
一
千
七
百
六
十
三
万
九
千
円
が
支
出
済
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
費
目
別
の
支
出
状
況
は
、
教
育
費
が
十
一
億
二
千
七
百
三
十

八
万
九
千
円
、
こ
れ
に
次
い
て
民
生
費
十
億
四
千
七
百
三
十
四

万
四
千
円
、
土
木
費
九
億
千
十
七
万
三
千
円
、
総
務
費
八
億
四

千
五
十
一
万
円
な
ど
の
順
に
な
っ
で
、
い
ま
す
。
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6

戸杷

》＼ノ、

「
地
籍
調
査
事
業
に
着
手
「

．

／
、

♪

酬
匠
畦
簗
講
誕
義
肌
蹴
劃
・

な，

ど
を
正
確
な
も
の
に
し
、
地
図
及
び
薄
冊
を
作
成
す
る
大
切
な
調
査
事
業
て
す

　
地
籍
調
査
事
業
は
、
国
土
調
査
法

に
基
づ
い
で
、
実
施
し
ま
す
か
、
こ
の

事
業
の
目
的
は
、
土
地
の
開
発
保
全

並
び
に
そ
の
利
用
の
高
度
化
に
資
す

る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
地
籍
の
明

確
化
を
は
か
る
た
め
、
国
土
の
実
態

を
綜
合
的
に
調
査
す
る
の
が
目
的
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
．

　
現
在
登
記
所
に
保
管
さ
れ
で
、
い
る

土
地
に
関
す
る
資
料
（
土
地
登
記
薄

図
面
）
は
明
治
初
年
に
作
成
さ
れ
た

も
の
で
、
非
常
に
不
完
全
な
箇
所
か

多
い
た
め
今
日
の
高
度
な
経
済
状
勢

に
対
応
す
る
こ
と
か
む
ず
か
し
…
な

っ
’
」
き
で
、
お
り
ま
す
．

　
へ
口
増
や
都
市
化
か
進
む
な
か
で
、

土
地
の
利
用
密
度
は
年
々
高
く
な
っ

て
い
ま
す
健
康
で
豊
か
な
住
み
よ

い
環
境
を
つ
！
り
あ
げ
で
、
ゆ
ー
た
め

に
は
、
限
り
あ
る
土
地
を
有
効
に
利

用
し
で
、
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
．

必
要
か
な
く
な
り
、
ま
た
農
林
業
な

ど
の
経
営
合
理
化
の
た
め
の
基
礎
資

料
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
土
地
の
権
利
関
係
が
明
確
に
な
る

の
で
、
地
籍
図
に
よ
っ
て
、
い
つ
4
－
．

も
境
界
か
復
元
で
、
き
る
の
で
、
、
境
界

紛
争
の
予
防
手
段
に
な
り
、
所
有
権

が
確
実
に
保
護
さ
れ
ま
す
．

　
ま
た
、
公
祖
、
公
課
な
と
の
負
担

か
公
平
に
な
り
ま
す
。
現
況
に
よ
る

地
籍
調
査
に
よ
り
、
地
番
、
地
目
・

面
積
の
変
更
・
分
合
筆
な
ど
の
修
正

整
理
か
f
、
き
ま
す
、

　
こ
の
よ
う
に
、
地
籍
調
査
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
っ
で
、
、
多
ー
の
効
果

か
あ
り
ま
す
．
．

地
登
記
薄
と
字
限
図
の
写
し
を
も
と

に
し
て
、
現
地
で
、
関
係
土
地
所
有

者
に
立
ち
合
っ
て
も
ら
っ
て
実
施
し

ま
す
。

　
基
準
点
測
量
と
一
筆
調
査
が
完
了

し
た
ら
、
一
筆
ご
と
に
測
量
し
、
土

地
の
境
界
、
地
番
、
地
目
な
ど
を
表

示
し
た
測
量
原
図
を
作
成
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
調
査
と
測
量
し
た
結

果
を
も
と
に
、
地
籍
図
と
地
籍
薄
を

作
成
し
ま
す
．

撫…

豫
馬
二
2
，
猫
輝
．

、’、

繊ン
　し

盧　！拠
　コロリペロ

　酬
　・1　，　1

闘
－
証
　
　
　
！

～
’
－

　
調
査
完
了
後
は
、
土
地
の
実
態
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
二
と
に
よ
り
、
土

地
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
施
策
の
基
磯

資
料
と
し
て
利
用
す
る
二
と
か
で
き

ま
す
．

　
測
量
の
費
用
と
時
間
の
節
約
が
f
、

き
、
正
確
な
計
画
施
行
が
可
能
に
な

り
、
公
共
土
木
事
業
、
土
地
改
良
事

業
、
農
業
構
造
改
善
事
業
、
都
市
計

画
事
業
、
総
合
開
発
事
業
、
宅
地
、

工
場
用
地
の
造
成
事
業
な
ど
の

計
画
が
、
図
面
上
で
、
で
き
る
の
で
、

事
業
の
実
施
の
つ
ど
、
測
量
を
す
る

　
地
籍
調
査
の
順
序
は
　
最
初
に
基

準
点
測
量
で
す
。
こ
れ
は
丁
五
♂
肩

四
方
に
一
点
の
割
含
で
、
基
準
点
を
設

け
、
そ
の
点
か
地
球
上
の
ど
こ
に
位

置
す
る
か
を
は
か
り
．
地
図
を
作
成

す
る
骨
組
み
に
な
る
も
の
f
、
す
。

　
基
準
点
に
は
、
コ
レ
ク
リ
ー
ト
杭

や
†
杭
か
埋
め
ら
れ
ま
す
、

　
距
．
に
、
土
地
の
一
筆
ご
と
に
．
所

有
者
、
地
番
、
地
目
、
境
界
を
調
査

し
ま
す
。
こ
れ
を
一
筆
地
調
査
と
い

い
ま
す
．
、
一
筆
地
調
査
は
、
土
地
利

用
の
現
況
を
は
握
す
る
た
め
に
、
土

　
地
籍
図
と
地
籍
薄
が
完
成
し
ま
す

と
、
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
に
、
二
十

日
間
の
期
間
に
わ
た
り
閲
覧
し
ま
す
。

　
こ
の
閲
覧
期
間
内
に
、
自
分
の
土

地
に
間
違
い
か
な
い
か
ど
う
か
を
確
め

で
、
い
た
た
き
ま
す
，
誤
り
の
あ
る
所
は
、

修
正
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
証

を
受
け
た
後
、
登
記
所
に
送
り
登
記
薄

に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
地
目
、
地
番
、

面
積
等
は
書
替
ら
れ
今
日
ま
で
の
公

図
に
替
り
新
し
い
図
面
が
使
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
調
査
地
域
の
土
地
所
有
者
の
皆
さ

ん
方
に
は
よ
く
、
御
理
解
を
い
た
だ
き

こ
の
調
査
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
地
籍
調
査
に
つ

い
て
の
お
間
い
合
わ
せ
は
、
農
林
課
地

籍
調
査
係
費
五
上
二
一
一
内
線
…
一

』
P

、
、
己
鴛
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夏
休
み
だ
か
ら

　
　
　
　
　
　
で
き
る
こ
と
を
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，
ゾ
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、

燭
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猟

曜
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幾
．
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ゆ
　
　
ン

　
　
　
　
ダ
　
　
〆
　
㌔

　
　
糟
、
．
　
　
紺

』
廓讐響　

、
；
諭
　
鍵

　
。
銭
。

　
ン
霧
語
　
　
　
’
、
γ
　
曲

疎
－
竃
「

噺
漣
艶
磁

湊

欝
　
　
了
瓜
㎏
外
つ
　
　
　
　
偽

漏

監

　
夏
休
み
は
、
学
校
生
活
か
家
に
移

（
て
き
た
の
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
、

ま
す
、
子
ど
も
が
や
っ
て
み
た
い
と

思
っ
で
、
い
る
こ
と
を
計
画
さ
せ
ま
し

よ
う
．
、
た
と
え
ば
、
い
つ
も
は
教
科

の
予
習
、
復
習
で
忙
し
く
、
好
き
な

本
を
ゆ
っ
く
り
読
め
な
か
4
た
の
で

二
の
夏
休
み
は
、
思
う
存
分
、
本
を

読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
の
も
い
い
こ

と
で
、
す
．
、

　
工
作
に
つ
い
て
も
同
し
こ
と
が
い

の
．
．
ニ
テ
．
と
く
に
「
も
の
を
創
る
」

喜
び
は
夏
休
み
に
う
ん
と
経
験
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
．

そ
の
子
に
応
じ
た

手
伝
い
を

　
こ
の
ご
ろ
子
ど
も
は
家
庭
内
で
、

働
く
と
い
う
こ
と
を
だ
ん
だ
ん
し
な

く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
い
ま
の

子
ど
も
が
働
く
こ
と
を
い
や
か
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
親
が
さ
せ
て
い

な
い
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
働
か
さ
せ
と
い
っ
て
も
、
た
だ
単

に
、
親
の
手
伝
い
を
さ
せ
る
と
か
、

ま
た
親
が
便
利
だ
か
ら
と
、
親
の
郁

へ
・
主
義
で
子
ど
も
を
使
う
の
で
は
な

い
の
で
す
。

　
・
†
ど
も
は
働
く
こ
と
で
、
自
分
白

身
の
力
や
価
値
を
知
り
．
家
族
の
一

員
と
し
で
、
の
自
覚
も
生
ま
れ
て
く
る

の
で
す
．
水
ま
き
で
も
い
い
、
そ
の

子
に
応
じ
た
仕
事
を
分
拙
さ
せ
、
責

任
を
も
っ
で
、
や
り
と
げ
さ
せ
て
、
自

分
も
家
族
の
た
め
に
役
立
っ
て
い
る

の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と

で
す
．
．

か
ら
だ
で
学
ば
せ
る

　
八
は
誰
で
も
「
親
離
れ
」
を
し
f
、
、

自
分
の
力
で
歩
い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
，
そ
の
た
め
に
は
「
ぼ

く
に
だ
っ
て
で
き
る
ん
だ
」
「
わ
た
し

に
も
こ
ん
な
こ
と
が
’
．
㌧
き
る
の
よ
」

と
い
う
自
信
を
も
た
せ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
，
そ
の
自
信
は
新
し

い
経
験
を
し
、
そ
れ
を
自
分
の
力

で
や
り
と
お
し
た
と
き
に
初
め
’
－
、
身

に
つ
く
の
で
す
。

　
理
屈
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
頭
で
い

く
ら
考
え
て
も
自
信
は
つ
き
ま
せ
ん
．

　
と
こ
ろ
が
、
か
ら
だ
を
と
お
し
で
、
経

験
し
た
も
の
に
対
し
て
は
、
し
っ
か

り
し
た
自
信
か
植
え
つ
け
ら
れ
る
の

で
す
，

　
夏
休
み
は
、
そ
ん
な
新
し
い
経
験

を
さ
せ
る
に
は
と
て
も
い
い
機
会
で

す
。子

供
の
実
態
を

　
　
　
　
　
　
見
つ
め
よ
う

　
七
月
は
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま

ま
る
宝
国
強
調
月
間
」
で
す
．
非
行

や
自
殺
も
ま
す
ま
す
低
年
令
化
し
つ

っ
あ
り
ま
す
＝
病
気
で
、
は
な
い
が
、

朝
早
く
か
ら
ア
ン
ビ
を
し
た
り
、
朝

礼
の
時
、
倒
れ
る
子
ど
も
も
多
く
な

（
で
、
い
る
と
い
わ
れ
ま
す

す
べ
て
の
お
と
な
が

　
　
　
　
　
四
つ
の
実
践
を

　
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
、

自
分
の
．
†
ど
も
と
同
し
よ
う
に
す
べ

！

、
の
子
ど
も
に
も
閾
心
を
寄
せ
、
日

常
的
に
子
ど
も
を
援
助
し
、
一
へ
で
、

あ
る
い
は
地
鐘
．
ぐ
る
み
で
、
実
践
活
動

を
す
す
め
ま
し
ょ
う

G
子
ど
も
を
、
あ
た
た
か
く
見
守
り

　
ほ
め
な
か
ら
孤
助
す
る
．
．

し
池
人
の
子
ど
も
も
、
愛
情
を
も
っ

　
て
叱
り
、
廠
し
く
指
導
す
る
、
．

○
青
少
年
の
手
本
と
な
る
よ
う
行
動

　
す
る
、
．

○
す
す
ん
f
、
、
オ
ア
シ
ス
．
連
動
を
す

す
め
る
．
（
オ
ハ
ヨ
肖
・
ア
U
ガ
ト

　
占
』
誇
・
レ
i
L
ま
し
た
・
ス
ミ

　
マ
セ
、
乙

　
青
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
次
の

よ
う
な
相
談
を
受
け
1
」
い
ま
す
．

　
勉
強
の
仕
方
、
さ
せ
方
、
学
習
に

関
す
る
悩
み
、
非
行
ま
た
は
そ
の
恐

れ
の
あ
る
と
き
、
早
目
ご
相
談
を
。

　
電
話
に
よ
る
相
談
は
五
～
二
一
一

一
内
線
四
三
二
へ
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翁

　
ン
解

　
灘鱒轟

　　　　　　刈田病院新駐車場完成

　公立刈田綜合病院の駐車場が新しく病院北側に完

成いたしました。現在までの駐車場は40台しか収容

できなかったが、今回増設した駐車場は広さ1，081

平方メートノし、総工費692万円、収容台数58台

です。

　今まで車でおいでのみなさんには

狭まくて大変不便をおかけいたしま

したが、7月1日から一般外来診療

蓄や入院者の家族の方々に利用して

いただきます、

晦、葱癩

　　灘ど寡〆

謡

灘董

揃

　　　　　　　　華道講座
　働く婦への家では、勤労婦八や家庭婦入が余暇を

有意義にすごし生活をより豊かにしていただくため

に、教養と趣味をかねた定期講座が開設されていま

す。今回華道教室をたすねてみましたが、季節の花

を、講師を囲んで8名の方か熱心に受講しておりま

　　　　サツキ盆栽展開かれる

　去る6月12日からの4日間、白石

さつき会（日下武会長、会員42八）

によるサツキ盆栽展が市民会館で開

かれ、訪れた花好きの市民の目を楽

しませました。

　この盆栽展は今回で14回目。会場には丹精込めた

作品や親子代々’百年以上のものなどそれぞれ自レゐ

はち100点余が展示された．どの盆栽も白やビン

タなどのきれいな花をつけ、いずれ劣らぬ見事なノヲ

作。枝ぶりや葉の付き具合，色、根の張り方などか

ら審査した結果、鈴木力さんの「大盃」が市長賞に

輝いた。

した、

このほか定期講座として、きもの着

付教室、料理教室、ママさんコーラ

ス、七宝焼教室、社交ダンス教室、

などが開設されています。

…盤鑓疑、嚢

藩灘　髄　・，

艦
～

塞

“覧

種

一リンラは、

命されご、も、一

かつアl　ll一スボーヅとしての魅力が改めて見直さ

れ、1、箴．，．・上昇中、この日参加したみんなも、地図

を唾藷で　ちウちかな，」　「いや、こっちたよ」と

益ホストをさかして悪戦昔闘。一日中、スボーツを

通じて自然との触れ合いを深めていました。

lll灘1・’勲ゼll煮

　益岡公園でオリエンテーリング

　森や山野を、地図とコンパスを手

に歩き、走るオリエンテーリングが

このほど益岡公園で行なわれ、小学

4年生から大／＼まで約二百1、か参加

しました。北欧生まれのオリエンテ

「自然のスボーヅjとしてわが国に紹

）15年，最近は“省エネ”の波に乗って

隊

9

、
蜂
、

’簡監
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璽
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、
転

　　　　　　　　　　　　　　　　　　藻豪

　▲第二小学校での消火訓練

　　　　　　　　　　　　　　ケガ人の救助訓練▼

鑛鐵，、繭紬義多礼、帳

　　　　　　　　　　　　　　鰍撫麟劉碑

i　　』　　　　「　　げ轡”
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ひ
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小
原
材
木
岩

柴
山
昌
子
さ
ん

犬
や
猫
と
と
も
に

　
　
　
材
木
岩
に
二
十
五
年

　
「
ピ
・
ピ
ー
、
ピ
・
ピ
ー
」
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
元
気
か
い
、
と
あ
い
さ

つ
代
わ
り
に
ク
ラ
タ
シ
ョ
ン
を
鳴
ら

し
て
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
。
材
木
岩
の

そ
ば
に
店
を
開
い
て
二
十
五
年
。
今

で
は
す
っ
か
り
”
材
木
岩
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
”
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い

る
柴
山
昌
子
さ
ん
。

　
「
今
ま
で
辛
か
っ
た
と
思
う
よ
う

な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、

昭
和
三
十
一
年
に
当
地
方
を
襲
っ
た

地
震
、
そ
、
し
て
こ
の
前
の
宮
城
県
沖

地
震
で
材
木
岩
の
姿
が
、
か
な
り
変

っ
た
の
は
残
念
で
す
ね
」
と
材
木
岩

へ
の
愛
着
を
示
し
て
く
れ
る
。

　
柴
山
さ
ん
は
大
の
動
物
好
き
。
現

在
、
犬
三
匹
、
猫
六
匹
と
家
の
な
か

は
さ
な
が
ら
小
さ
な
ペ
ッ
ト
シ
ョ
リ

プ
と
い
う
感
じ
。
　
「
犬
や
猫
は
、
私

に
と
っ
て
は
か
わ
い
い
孫
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
」
と
、
細
い
目
を
動
物

に
向
け
る
と
き
、
一
層
眼
差
し
が
優

し
く
な
る
。
か
わ
い
く
て
た
ま
ら
な

い
、
と
い
っ
た
風
に
…
…

　
こ
の
よ
う
な
柴
山
さ
ん
の
人
柄
に

魅
か
れ
て
訪
ね
て
く
る
人
も
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紡
　
ト

わたしたち＼雛
越
河
小
学
校

騨

㎏　㌻、［’㌔　四、

璽．．

　竃　る「、ず

　　　　「　　　　「

私
た
ち
の
学
校
は
、

灘　

今

勘　6年

集佐藤美由紀子さん
年

〆
〆
．
腸

　
　
　
　
「
塩

　
　
　
　
　
　
．
鮮

響　ゴ　ド

、　ド弼

無
㌃／

”鳴
　1

前
に
鉄
筋
コ
ン
タ
リ
ー
ト
の
三
階
建

て
の
校
舎
を
建
て
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
国
道
四
号
線
の
す
ぐ
側
に
あ
り
ま

す
が
高
台
に
な
っ
て
い
て
見
晴
し
の

良
い
所
で
す
。
学
校
の
ま
わ
り
に
は
、

毎
年
、
在
仙
越
河
会
の
皆
さ
ん
が
二
、

三
本
ず
つ
植
樹
し
た
木
が
育
ち
学
校

を
い
っ
そ
う
引
き
立
で
、
ま
す
。
児
童

数
は
、
二
二
六
名
で
六
学
級
の
小
さ

な
学
校
で
す
が
、
素
直
で
こ
し
ん
ま

り
と
ま
と
ま
っ
で
、
い
ま
す
。
学
校
生

活
の
中
で
楽
し
み
に
し
で
、
い
る
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中

か
ら
三
つ
紹
介
し
ま
す
、

　
小
運
動
会
、
毎
年
行
な
い
ま
す
が

今
年
か
ら
各
家
庭
．
↑
案
内
状
を
出
し

て
、
お
い
で
、
に
な
乙
た
お
母
さ
ん
方

に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、
楽
し
い

半
日
を
過
ご
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ノ
ー
ト
や
メ
ダ
ル
な
ど
の

賞
品
も
あ
っ
て
、
記
録
向
上
の
た
め

に
も
励
み
ま
し
た
。

　
生
産
活
動
、
三
年
前
か
ら
畑
を
借

り
で
、
学
級
ご
と
に
，
目
由
に
い
う
い
ろ
．

な
物
を
植
・
二
！

、
い
ま
す
　
私
の
学
級

て
は
、
　
ン
ヤ
ガ
・
ー
モ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
か
ぽ
ち
ゃ
、
ス
，
ー
カ
、
き
ゅ
う

り
を
植
え
ま
し
た
、
畑
の
た
が
や
し

方
は
く
わ
も
使
い
ま
す
か
、
難
し
い

の
で
ス
コ
　
マ
を
多
く
使
い
ま
す
、

な
れ
な
い
せ
い
か
す
く
疲
れ
ま
す
が
、

収
穫
の
こ
と
を
考
え
る
と
楽
し
み
で

す
、
．
畑
に
は
週
に
一
、
二
時
間
行
き

ま
す
、

　
田
植
え
、
今
年
か
ら
田
を
借
り
ま

し
た
。
．
五
月
二
十
三
日
、
五
、
六
年

生
で
田
植
え
を
し
ま
し
た
。
越
河
は
、

主
に
農
業
が
中
心
だ
け
れ
ど
も
田
植

え
な
ん
て
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
み

ん
な
が
裸
足
で
田
に
入
っ
て
一
生
け

ん
め
い
植
え
ま
し
た
、
機
械
化
が
進

ん
だ
今
、
い
え
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ

う
な
経
験
は
め
っ
た
に
出
来
な
い
こ

と
な
の
で
み
ん
な
良
い
思
い
出
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
、
、

　
お
米
が
と
れ
た
ら
、
十
月
に
は
も

ち
つ
き
大
会
を
關
い
て
食
べ
る
そ
う

で
す
。
自
分
達
で
作
っ
た
米
で
食
べ

る
も
ち
の
味
は
去
年
よ
り
十
倍
も
お

い
し
い
で
し
ょ
う
。
今
か
ら
と
て
も

楽
し
み
で
す
。

　
最
後
に
、
自
然
の
中
で
歌
い
、
学

べ
る
こ
ん
な
越
河
小
学
校
を
い
つ
ま

で
も
い
つ
ま
で
も
私
達
で
残
し
て
行

き
た
い
で
す
。

プ0

か
し
こ
い消

費
者

包
装
用
乾
燥
剤

　
お
菓
子
や
食
品
、
の
り
の
袋
の
中

に
小
さ
な
袋
に
詰
め
ら
れ
で
、
い
る
乾

燥
剤
は
、
主
に
生
石
灰
と
シ
リ
カ
ゲ

ル
で
、
食
品
な
ど
が
湿
け
ら
な
い
よ

う
に
す
る
も
の
で
、
す

誤
っ
で
、
目
や

口
に
友
れ
ば
視
力
や
粘
膜
に
何
ら
か

の
障
害
か
起
き
ま
す

．
生
石
灰
は
水

味
・
自
偶
渓

分
や
炭
酸
ガ
一
・
、
を
よ
く
吸
収
す
る
性

質
が
あ
り
、
吸
水
す
る
と
粉
状
の
硝

石
灰
と
な
り
二
伍
以
上
に
ふ
く
れ
で
、
、

乾
燥
剤
の
袋
に
よ
4
で
、
は
破
れ
や
す

く
な
り
ま
す
．
乾
燥
剤
と
し
で
、
使
わ

れ
て
い
る
．
量
は
少
量
で
も
、
】
度

吸
水
す
れ
ば
発
熱
し
ま
す
．
ま
た
、

吸
水
し
で
、
硝
石
灰
に
な
る
と
、
飽
和

溶
液
は
、
き
わ
め
て
強
い
ア
几
カ
リ

を
示
し
ま
す
，
生
石
灰
や
硝
石
灰
の

形
で
乾
燥
剤
が
目
に
入
み
と
強
い
ア

ル
カ
リ
性
に
よ
り
、
ま
た
異
物
と
な

り
目
を
痛
め
危
険
で
、
す
　
シ
リ
カ
ゲ

ル
は
ガ
ラ
ス
の
成
分
で
あ
る
ケ
で
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
を
分
解
凝
固
し
た
透
明

又
は
半
透
明
の
粒
子
で
す
、
シ
ル
カ

ゲ
几
の
吸
湿
性
は
生
．
石
灰
よ
り
は
る

か
に
弱
く
、
吸
水
に
ょ
る
尺
体
の
被

害
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
か
、
シ
几

カ
デ
几
に
水
を
か
け
る
と
た
ち
ま
ち

細
か
く
割
れ
で
、
勢
い
よ
，
唱
、
、
お
よ
“
て

一
乱
四
方
に
取
ひ
散
り
二
の
，
破
片
か

目
に
吸
．
着
す
る
と
涙
に
よ
る
分
裂
f
、

角
膜
を
痛
め
ま
す
。
シ
リ
カ
デ
ル
の

中
に
は
、
ブ
ル
ー
や
ヒ
ン
ヶ
の
粒
子

か
混
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
コ
バ
ル
ト
塩
f
、
乾
し
て
い
れ

ば
青
く
、
吸
湿
す
る
と
ヒ
ン
ン
や
無

色
に
変
わ
り
ま
す

事
故
に
備
、
5
」

幼
児
の
手
の
届
か
な
い
所
に
置
！
、
よ

う
に
し
て
下
さ
い
．

も
ー
　
　
　
　
　
　
　
・
　
ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
』
｛
キ

ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

（
3
ラ
ラ
イ
ハ
ン
に
バ
タ
ー
を
溶
か
」
・

　
べ
ー
コ
ン
を
炊
め
脂
肪
が
出
て
き
一

　
た
ら
玉
ね
ぎ
、
に
ん
に
♂
、
を
加
、
3

　
で
、
炊
め
、

　
て
軽
く
炊
め
合
わ
せ
塩
、
こ
し
ょ

　
う
を
加
え
て
調
味
す
る
、

④
、
揚
げ
た
な
す
の
切
り
目
を
上
に
し
皿

　
て
開
き
そ
こ
に
③
を
こ
ん
も
り
と

　
詰
め
、
お
ろ
し
チ
ー
ズ
を
た
っ
ぷ

　
り
と
ふ
り
ま
す
。

昭和55年6月1日現在
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しゃれた洋風のなす料理

【
材
　
料
】
　
（
四
人
分
）

　
な
す
八
個
、
牛
肉
水
煮
一
缶
百
五

十
9
、
玉
ね
ぎ
堵
個
、
ハ
セ
リ
少
量
、

べ
ー
コ
ン
薄
切
り
二
枚
、
に
ん
に
く

一
か
け
、
塩
、
こ
し
ょ
う
各
少
量
、

お
ろ
し
チ
ー
ズ
揚
げ
油
、
バ
タ
ー
大

さ
し
一
杯

【
作
り
方
】

⊃
な
す
は
へ
た
の
ま
わ
り
を
き
れ
い

　
に
切
り
と
り
縦
に
一
本
浅
く
切
れ

　
目
を
入
れ
、
や
・

　
百
七
十
度
）
の
油
で
柔
ら
か
く
揚

　
け
て
油
を
よ
く
き
り
ま
す
。

②
牛
肉
水
煮
、
玉
ね
ぎ
、
ハ
セ
リ
、

　
べ
ー
コ
ン
、
に
ん
に
く
を
そ
れ
ぞ

　
れ
み
し
ん
切
り
に
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
く
ら
い
強
火
で
焼
き
熱
い
と
こ
一
費

ろ
享
す
め
ま
す
．
好
み
で
ト
了
消

ト
チ
チ
ャ
ヴ
プ
を
添
え
ま
す
。

て
入
れ
熱
し
た
オ
ー
ブ
ン
の
上
段

に
入
れ
て
チ
ー
ズ
に
焦
げ
目
が
つ
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昂
さ
孝
考
あ
堅
永

⑳
菅
野
新

　
む
か
す
、
む
か
す
、
あ
っ
と
ご
・
っ
　
る
穴
が
ら
、
ヘ
ロ
ベ
ロ
ど
、
入
れ
で

　
に
、
か
だ
く
そ
な
（
け
ち
ん
坊
な
〕
や
っ
て
だ
ん
だ
ど
。
若
者
は
、
お
っ

若
者
か
、
、
え
だ
ん
だ
ど
．
．
貯
は
、
も
　
か
な
く
（
恐
ろ
し
ぐ
）
な
っ
て
、
バ

ら
え
で
ー
げ
ん
と
も
（
も
ら
い
た
い
　
タ
バ
タ
ど
幽
げ
出
す
た
ん
だ
ど
、
ほ

け
れ
ど
も
）
御
飯
を
食
わ
せ
ん
の
が
　
う
す
っ
と
、
嫁
か
、
ほ
の
音
に
気
付

、
丸
だ
ま
す
，
－
、
て
〔
惜
し
く
1
」
）
御
飯
　
え
で
「
こ
ら
ー
，
、
侍
で
ー
い
」
ど

ば
食
わ
な
い
嫁
ば
探
し
て
だ
ん
だ
ご
　
ゆ
っ
て
、
』
く
っ
で
、
（
追
っ
て
）
き

　
ほ
う
す
た
ら
ば
、
世
話
す
る
入
が
　
た
ん
だ
ど
，
若
者
は
、
青
・
、
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
な
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
い
り

え
で
、
く
ず
（
口
〉
の
な
い
女
ど
見
　
｝
生
け
ん
命
、
走
っ
て
、
お
寺
さ
、

台
い
し
た
ら
（
す
っ
か
り
）
、
気
に
入
　
か
げ
ご
ん
で
「
和
尚
さ
ん
、
和
尚
さ

っ
た
ん
で
、
さ
っ
そ
く
、
嫁
に
も
ら
　
ん
、
ど
う
か
、
助
け
で
く
な
い
（
く

っ
た
ん
だ
ど
。
こ
の
嫁
は
、
三
度
の
　
た
さ
い
）
、
化
げ
物
に
、
「
ふ
ぐ
ら
4
．
て

御
飯
の
と
き
に
な
っ
て
も
、
御
飯
ば
　
っ
か
ら
」
ど
頼
む
ど
、
和
尚
さ
ん
か
、

食
わ
な
い
の
で
、
若
者
は
、
お
れ
は
、
　
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
「
ほ
う
か
、
ほ
う

ほ
ん
と
に
、
え
え
嫁
ば
も
ら
っ
た
も
　
が
、
ほ
ん
で
は
、
こ
っ
ち
ゃ
（
こ
ち

ん
だ
ど
、
う
ん
と
、
よ
ろ
こ
ん
で
、
だ
　
ら
へ
）
こ
え
」
ど
ゆ
っ
て
、
と
な
り

ん
だ
ど

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
部
屋
き
ス
、
れ
で
け
だ
ん
だ
ど
．
ほ
ご

　
あ
っ
と
き
、
若
者
か
山
さ
仕
事
さ
さ
、
な
ん
の
す
（
あ
ん
の
し
ょ
う
）

行
ぎ
、
お
昼
ご
ろ
、
に
わ
が
に
用
か
　
化
げ
物
が
、
や
っ
て
き
て
「
和
尚
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ら

で
じ
1
，
家
さ
戻
r
、
で
、
ン
㎡
、
」
た
ん
だ
ζ
　
　
和
尚
、
争
、
こ
の
お
寺
さ
、
若
者
が
、

ほ
、
つ
す
て
、
嫁
か
、
な
に
す
て
ん
の
　
か
げ
ご
ん
だ
か
ら
、
早
ぐ
出
し
エ
（
出

力
と
思
っ
て
、
障
子
の
す
ぎ
間
が
ら
　
せ
ご
ど
ゆ
っ
た
ん
だ
ど
、
ほ
ん
で
、
、
和

ま
が
っ
て
（
の
ぞ
い
て
｝
見
で
、
び
　
尚
さ
ん
か
、
出
で
、
行
っ
！
」
、
一
喝
、

っ
く
り
す
つ
ま
っ
た
ん
だ
ど
．
．
嫁
は
　
く
ら
わ
せ
る
ど
、
化
げ
物
は
、
ど
う

髪
は
、
ざ
ん
は
ら
髪
（
ば
ら
ば
ら
髪
）
　
し
た
わ
げ
か
、
す
ご
す
ご
ど
戻
っ
て

に
す
て
、
釜
さ
、
い
っ
ば
い
、
御
　
行
っ
た
ん
だ
ど
．
ほ
れ
が
ら
、
和
尚

飯
ば
た
え
で
、
焼
し
ず
は
、
な
ん
し
　
さ
ん
か
「
こ
ら
ー
．
”
、
若
者
、
あ
れ

ゆ
う
ど
作
り
、
頭
の
ま
凡
な
か
に
あ
　
は
、
蛇
の
化
け
物
だ
が
ら
、
．
蛮
ご
颪
、

っ
た
ら
ば
、
シ
ョ
ウ
ブ
ど
、
ヨ
モ
ギ

ば
刈
っ
て
き
で
、
、
家
の
ぐ
る
わ
（
廻

　
　
　
す

り
）
さ
敷
え
で
お
げ
。
ほ
え
ず
さ
（
そ

れ
に
）
蛇
の
か
ら
だ
が
さ
わ
っ
と
、

く
さ
れ
で
す
ま
う
ん
だ
」
ど
、
ゆ
っ

た
ん
だ
ど
。

　
ほ
ん
で
、
若
者
は
、
シ
ョ
ウ
ブ
ど

ヨ
モ
ギ
ば
刈
っ
て
き
て
、
家
の
ぐ
る

　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

わ
さ
敷
じ
づ
め
で
、
家
の
な
が
さ
、

か
ぐ
れ
で
だ
ん
ば
ど
。
ほ
う
す
た
ら

な
ん
の
ず
（
あ
ん
の
じ
ょ
う
）
、
ほ
ご

さ
（
そ
こ
へ
）
、
蛇
の
化
げ
物
が
や
っ

て
き
て
、
家
の
な
が
さ
、
は
え
っ
ぺ

ー
ど
す
た
け
ん
と
も
（
は
い
ろ
う
と

し
た
が
）
、
シ
ョ
ウ
ブ
ど
ヨ
モ
ギ
が
、

敷
え
で
あ
ん
の
で
、
は
え
る
ご
ど
が

で
ぎ
な
く
て
、
ど
ご
ど
も
な
ぐ
、
行

っ
て
す
ま
っ
た
ん
だ
ど
。

　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
が
ず
え
ず

　
ほ
の
日
は
、
ち
ょ
う
ど
、
五
月
五

日
た
っ
た
ん
だ
ど
、
ほ
れ
か
ら
、
毎

ヒ
す年

、
五
月
節
旬
に
は
、
シ
ョ
ウ
ブ
ど

　
　
　
　
　
　
　
の
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
で

ヨ
モ
ギ
ば
屋
根
の
軒
さ
差
し
て
、
悪

魔
除
げ
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ

ど
さ
．
こ
ん
で
、
お
す
め
ー
、
お
す

め
ー
、
ち
ゃ
ん
、
ち
ゃ
ん
、

｝
こ
畢
笥
と
、
・
よ
馳
つ
な

　
む
が
す
、
む
が
す
、
あ
っ
と
ご
に
、

こ
ぞ
っ
つ
ー
（
こ
ぞ
と
い
う
）
、
黒
子

の
あ
る
姉
と
、
よ
ー
な
っ
つ
ー
（
よ

ー
な
と
い
う
）
黒
子
の
あ
る
妹
が
え

だ
ん
だ
ど
．
姉
の
ほ
う
は
、
酒
落
者

で
、
え
ず
も
、
ツ
ン
と
す
ま
て
だ
ん

だ
と
。
妹
の
ほ
う
は
、
見
が
げ
は
、

わ
り
げ
ん
ち
ょ
も
（
悪
い
け
れ
ど
も
）

と
て
も
気
が
利
え
で
、
働
ぎ
も
の
だ
っ

た
ん
だ
ど
。

　
F
ギ
＝
ろ

年
頃
に
な
っ
て
、
姉
が
あ
る
金
持

の
家
さ
嫁
に
行
っ
た
ん
だ
ど
。
ほ
ー

す
た
ら
（
そ
う
し
た
ら
）
お
れ
だ
が

ら
ご
そ
、
も
ら
わ
っ
た
ん
だ
ど
思
っ

て
、
ま
す
ま
す
、
え
ー
気
に
な
っ
た

ん
で
、
ご
で
〔
亭
主
）
に
も
き
ら
わ

れ
た
し
、
み
ん
な
が
ら
も
、
き
ら
わ

っ
た
ん
だ
ど
．

　
妹
は
、
あ
る
貧
乏
な
家
さ
、
も
ら

わ
っ
た
ん
だ
ど
。
ほ
ー
す
た
ら
、
お

れ
の
よ
う
な
も
の
で
も
、
も
ら
わ
っ

た
ど
思
っ
て
、
ほ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、

】
生
け
ん
命
、
か
げ
ひ
な
だ
な
・
．
＼

か
せ稼

・
え
だ
ん
だ
ど
．
ほ
ん
千
、
（
そ
れ
で
、
｝

　
　
　
　
　
　
で
ド
　
じ

み
ん
な
か
ら
、
大
事
に
さ
れ
で
、
、
一

生
、
し
し
ゃ
わ
し
エ
に
（
し
あ
わ
せ

に
〉
暮
ら
す
た
ん
だ
ど
。
こ
ん
で
、
お

す
め
ー
、
ち
ゃ
ん
、
ち
ゃ
ん
。

なみ

のん

図
書
館
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緬
一｝　

　
　
　
鉢
と
盆
の
話

　
昔
へ
大
正
の
初
め
ご
ろ
ま
で
）
、
こ

の
地
方
の
横
川
、
弥
治
郎
、
遠
刈
田

の
木
地
屋
た
ち
が
、
ロ
ク
ロ
で
作
っ

た
鉢
と
盆
は
、
大
体
、
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
。

O
お
ご
ご
ば
ず
（
お
こ
こ
ば
ち
”
お

こ
こ
鉢
》
、
お
こ
こ
（
漬
け
も
の
。
お

な
ん
で
も
知
ろ
う

後
藤
昭
信

　
　
　
（
白
　
石
）

し
ん
こ
）
を
入
れ
る
鉢
で

こあ全塗あに
型λ音隔1棋

で
あ
っ
た
。 　

　
　
　
　
　
　
、
こ
の
鉢

直
径
九
寸
と
一
尺
の
二
つ
が

材
料
は
主
に
ト
チ
で
、
漆
を

こ
の
鉢
も
、
次
の
鉢
も
盆
も
、

横
木
挽
き
（
板
目
挽
き
）
で

い
ず
れ
も
大
き
い
の
は
そ
の

ど
こ
の
家
も
大
家
族
の
た
め

　
　
ま
た
、
現
在
、
ど
こ
の

木
地
屋
で
も
、
こ
の
鉢
も
、
ほ
か
の

鉢
も
盆
も
つ
く
ら
な
い
．

○
こ
し
か
す
ぽ
ん
（
こ
ひ
か
す
ぼ
ん

腔
こ
ひ
か
す
盆
）
、
蚕
を
ひ
か
す
（
上

蕨
す
る
｝
場
含
、
籏
に
入
れ
る
前
に
、

蚕
を
片
手
か
両
手
で
つ
か
ん
で
の
せ

る
白
木
の
盆
で
、
直
径
一
尺
二
寸
と

一
尺
一
寸
の
二
つ
、
材
料
は
、
テ
ヤ

キ
、
ク
リ
、
ナ
ラ
、
ト
手
な
ど
．

○
す
ぐ
え
ば
す
（
す
く
い
ば
ち
”
掬

い
鉢
）
、
が
っ
た
り
（
農
山
村
で
水
力

を
利
用
し
て
玄
米
を
．
掲
く
木
製
の
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ヒ

具
）
や
米
び
つ
か
ら
米
を
掬
う
の
に

使
、
つ
白
木
の
鉢
で
、
直
径
四
寸
五
分
。

材
料
は
、
ブ
ナ
、
セ
ン
ノ
キ
な
ど
。

○
な
っ
と
ば
ず
（
な
っ
と
う
ば
ち
”

納
豆
鉢
）
、
納
豆
を
入
れ
る
鉢
で
直
径

六
寸
、
七
寸
、
八
寸
の
三
つ
。
材
料

は
主
に
ト
手
で
、
漆
を
塗
る
。

○
ね
ご
の
ば
ず
｛
ね
こ
の
は
ち
”
猫

の
鉢
）
。
猫
の
食
べ
も
訂
を
人
れ
る
白

木
の
鉢
で
、
、
直
径
は
五
寸
五
分
。
こ

の
鉢
が
、
鉢
類
、
盆
類
の
う
ち
で
一

番
安
く
、
明
治
十
五
・
六
年
ご
ろ
は
、

一
個
八
厘
だ
っ
た
。

○
ね
り
ば
ず
（
ね
り
ば
ち
”
練
り
鉢
）
、

う
ど
ん
粉
を
練
る
、
直
径
一
尺
五
寸

以
上
の
大
き
な
鉢
で
、
二
尺
以
上
の

も
の
を
、
と
く
に
、
お
う
ば
ず
（
お

う
ば
ち
提
大
鉢
）
と
い
っ
た
。
材
料

は
、
主
に
ク
リ
で
．
ケ
ヤ
キ
、
ト
チ

な
ど
も
使
っ
た
。
内
側
と
外
側
に
漆

を
塗
る
。
昔
、
温
麺
を
つ
く
っ
た
家

や
、
こ
の
地
方
の
旧
家
な
ど
に
は
、

現
在
も
、
こ
の
鉢
が
い
く
つ
か
残
っ

て
い
る
が
、
実
に
豪
快
な
鉢
で
あ
る
。

直
径
二
尺
の
鉢
は
、
米
一
俵
（
玄
米

で
五
斗
入
り
）
の
値
段
と
同
じ
だ
っ

た
と
い
う
。

　　価“

曳宿

茜属

〈
投
句
さ
れ
る
方
へ
〉

毎
月
十
五
日
ま
で
に
｝
人
三

首
、
封
書
ま
た
は
ム
ヴ
キ
に

住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え

市
総
務
課
広
報
課
（
白
石
市

桜
小
路
三
五
）
へ
。

白
衣
脱
ぎ
母
に
も
ど
り
ぬ
春
祭
　
　
　
大
庭
良
子

母
の
日
の
壷
に
あ
ふ
れ
し
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
し
げ

捨
猫
の
ゐ
つ
き
し
家
や
遠
蛙
　
　
　
　
鈴
木
民
子

春
彼
岸
祖
に
語
り
ゐ
る
ひ
と
り
ご
と
　
栗
原
栄
【

ニ
ツ
三
ツ
葉
陰
に
花
の
残
り
け
り
　
　
半
沢
も
り
江

春
雨
に
け
ぶ
り
信
夫
の
山
遙
か
　
　
　
阿
部
み
さ
子

ホ
タ
ル
ブ
タ
ロ
残
し
て
農
夫
畦
刈
り
ぬ
　
山
吹
さ
く

枯
藍
に
葭
切
ゆ
れ
て
鳴
き
に
け
り
　
　
遠
藤
省
三

誰
が
つ
く
や
薬
師
寺
の
鐘
春
彼
岸
　
　
高
橋
和
歌
子

過
疎
の
里
守
り
山
田
を
植
え
る
母
　
　
三
浦
愛
嶺

葉
桜
に
風
す
こ
し
あ
り
城
の
会
　
　
　
青
木
良
子

花
吹
雪
は
げ
し
き
下
を
ピ
ク
ニ
ッ
ク
　
小
野
嘉
津
子

屋
上
の
五
月
晴
な
り
昼
休
　
　
　
　
　
村
上
静
枝

子
ら
遊
ぶ
長
き
堤
に
花
の
舞
ふ
　
　
　
高
橋
久
美
子

天
神
は
里
の
社
や
藤
ま
つ
り
　
　
　
　
佐
藤
悔
目

俳

壇

鈴
木
貞
二
選

ひ
さ
ひ
さ
に
朝
露
踏
み
て
草
を
刈
り
錆
た
る
鎌
を
幾

度
か
研
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
正
三

静
か
な
る
小
庭
に
雀
舞
い
お
り
．
▼
－
、
砂
あ
ぴ
て
を
り
新

緑
の
な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
か
つ

亡
き
姑
の
好
み
し
餅
を
つ
く
ら
ん
と
春
日
の
土
手
に

餅
草
を
つ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
い
く

黒
土
を
耕
す
農
夫
の
後
追
ひ
て
椋
鳥
の
群
は
虫
を
啄

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
省
三

き
じ
鳩
の
．
鳴
く
音
淋
し
き
朝
明
は
還
ら
ぬ
夫
を
恋
し

て
せ
つ
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

体
弱
き
義
弟
の
植
え
し
わ
す
れ
な
草
夕
べ
の
庭
に
淡

く
浮
べ
η
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僑
本
信
子

小
糠
雨
今
日
も
降
リ
つ
つ
明
日
こ
そ
は
植
え
ん
と
思

い
惣
の
苗
買
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

丹
精
を
こ
め
き
し
鉢
の
君
子
蘭
日
射
し
の
な
か
に
今

咲
き
誇
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

重
た
げ
に
枝
ゆ
れ
動
く
八
重
椿
日
射
し
に
厚
き
葉
面

光
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
久
美
子

朧
夜
を
廻
り
道
し
て
ゆ
く
露
地
に
白
木
蓮
の
ほ
ん
の

り
と
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
甲
斐
邦
男

歌

壇

川

股
兵
三
選

さ
く
ら
草
匂
う
窓
辺
に
安
ら
か
に
分
娩
お
え
し
吾
娘

の
眠
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
と
し

朽
ち
果
て
て
北
に
傾
く
萱
葺
の
苔
む
す
家
は
住
む
人

も
な
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
秀
代

遠
近
の
区
別
な
き
ま
で
空
を
被
ふ
黄
砂
の
日
暮
を
庭

に
庁
ち
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
城
慎
太
郎

も
の
言
は
ぬ
も
の
は
優
し
も
病
み
て
伏
す
わ
が
足
も

と
に
犬
は
眠
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
と
く

ひ
た
ひ
た
と
降
り
い
し
雨
の
静
ま
り
て
い
つ
し
か
止

み
ぬ
夜
半
目
覚
め
を
り
　
　
　
　
　
　
村
上
静
枝

ひ
と
り
娘
を
幼
稚
園
に
送
り
て
ゆ
く
道
に
う
す
紅
色

の
桜
花
散
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
内
矩
子

誰
が
吹
く
か
尺
八
の
音
は
澄
わ
た
り
月
夜
の
庭
に
し

み
じ
み
と
聞
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
静
恵

ま
だ
覚
め
ぬ
蛙
起
こ
し
し
わ
び
こ
ど
を
言
い
つ
つ
埋

め
ぬ
耕
す
わ
れ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
濱

静
ひ
て
む
な
し
き
時
に
買
い
し
花
今
年
も
咲
け
り
春

の
窓
辺
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
良
子

乳
色
の
も
や
這
ひ
あ
が
り
岩
崎
の
断
崖
を
つ
つ
み
盆

景
の
ご
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
吹
さ
く
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お
し

ら
せ
版

福 祉

　この制度について税制改正が行

なわれ、自ら運転しなくても身体

障害者が購入し、その身体障害者

のために生計をひとつにするもの

が運転するものについても免税対

象範囲の拡大が行なわれました。

改正された主な点は次のとおりで

す。

①免除の対象となる障害者

現 一
丁

下肢及び体幹障害者

　　1級～6級

改 正

視覚障害者

聴覚障害者

平衡機能障害

上肢不自由

下肢不自由

体幹不自由

心臓機能障害

じん臓機能障害

呼吸器機能障害

重度精神薄弱者

1級～4級の1まで

2級～3級　　まで

　　　3級　　まで

1級～2級の2まで

1級～3級の1まで

1糸及～3糸及　　まで

　1糸及及び』3辛及までロ

　1糸及及び肉3糸及まで

　1糸及及び’3糸及まで

療育手帳　Aのみ

下肢及び体幹機能障害者が自ら運転する場合は従前どおり

お
し

ら
せ
版

②免除の対象となる自動車

　小型普通乗用四輪自動車

　なお、免税で購、天できる自動車

　は．1入の身障者について1台に

　限る。

Φ免税購入手続

　税務署に備え付けの「物品税特

　旧軍入軍属等の定例未伝達叙位

叙勲の伝達手続をするため、次の

方々を捜しております。

殊用途免除物品購入資格証明書」

用紙に所要の事項を記入した後

に福祉事務所からの証明を受け、

自動車販売業者に提出すること。

くわしくは市社会福祉事務所

（2｝5－2111内線139）ま
でおたずねください．

　心当りの方は、市社会福祉事務

所社会係（費5－2111　内線
156）にお知らせください，

お
し

ら
せ
版

陸海別

陸　軍

”

’F

”

”

〃

〃

”

〃

海　軍

〃

〃

〃

階　級

大　尉

尉少

中　尉

大　尉

中　尉

伍　長

軍　曹

伍　長

軍　曹

寸原少

上整曹

氏　　各

大野　乾

冒た里1＝車四郎

佐藤兼三

佐竹亀弥

幸僑高

小野久男

佐藤夘之松

斎藤州吾

菅沼茂雄

半沢孝知

斎藤幸吉

美一僑高「曹衛一

上衛曹 干葉仲七

生　年　目　日

大正7年9月3日

大正9年6目愛日

大正8年S月7日

大正5年1月5日

大正8年7月1日

大正8年8月25日

明治37年3月15日

大正7年8月1〔旧

大正6年4月12日

明治36年7月20日

大正5年4月17日

大正5年1月3日

大正6年6月16日

旧　　本　　籍　　等

側田郡白III村

刈田郡白”1村大字91）

甜田郡白石町

刈田郡大鷹沢村三沢

刈田郡白石町

列田郡白川村大宇犬卒都要字熊野

刈田郡福岡村

刈田郡白石町

刈田郡白石町

刈田郡小原村字塩倉16

刈田郡小原、羽坂2

刈田郡白石町大字白石字南小路52

刈田郡白石町大字白石字沢端18
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図書館
　図書館では夏季開館時間を延長

いたします。　　　　　　　　　お

〉期間　7月21日～8月23日
　　　　　　　　　　　　　　　し
〉時間　午前9時～午後6時まで

〉7・8月の休館日　　　ら
　毎週日曜日　8月15・16・19日　せ

　　　　　～∞＿…珊版
璽騨欝馨叢二ll
．蝶誓マ＿一一

轡
　
騨

　
形 お

し

航空防除、
　　　　　　　　　　　　　　　せ
　今年も水稲イモチ病の航空防除
　　　　　　　　　　　　　　　版
を実施いたします。　　市民の皆

様には朝早くから騒々しくご迷惑

をおかけいたしますが農家労働力

の減少と食糧生産手段の不可欠の

作業でありますので、ご協力をお

願いします。

　散布時間中は、散布地域周辺で

戸外に洗濯物、食物等を出さない

で下さい、井戸にはふたをして下　お

さい。又自動車に附着しますと落　し

にくいのですぐにふいて下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　ら
　散布時間は午前5時～IO時まで
天候によ1）変更することがありま　せ

す。　　　　　　　　　　　　版

　実施日程

等1回
等2回
等3回
等4回
等5回

7月10日1木）

7月21日（月〉

8月1日（金）

8月14日（木〉

8月24日（日）

お
し

郵便局

ら　涼しさを感じさせる夏だよ｝）を

　いただくのは、大変うれしいもの
せ
　です。ことしも7月1日から暑中
版見舞用絵入はがきを発売していま

　す。デザ1ンはハマナスとサルト

　　リバろの美しい絵が印刷されてい

　ます。ご家族の近況や旅先から・

　便1）を出しましょう。

お
し

、噸擁藩

－
轟
「
　
f

畔
鞠
、

　
　
集

　
　
募

ら
せ
版
1

　　図書館では、破本の修理方法や

　製本技術をマスターし、本・資料

　の整理保存に役立ててもらおうと、

　下記のとお1）製本講習会を開きま

おすので、ふるって御参加ください。

　［＞期日　8月19日　午前10時から
し

　　　　午後3時30分まで
ら
　〉場所　白石市図書館

せレ・講師　県図書館　真山　真一氏

版じ〉村象　一般初心者（定員30名）

　レ受講料　テキスト材料代として

　　　　　200円

［＞参加申込み　8月11日〔月1ま

　　　で、市図書館（留6－30

　　　04）市教育委員会（智5

　　　－2111　内線410・
　　　412）へ直接、または電

　　　話で申込んでください。

　詳しくは、市図書館へお問い合

せください。

　中央公民館では初心者から上級

者、特に女性の方も参加できるゴ

ルフ教室を開講いたします。

〉募集要項

1募集人員　若干名

2毎週火・金1週2回）午後6時

　～午後9時、8週間で終了証を

　交付いたします。

3受講者の方には、練習ボールー

　回150個渡します。

　天場料　夜間照明料は無料

4ゴルフクラブをお持でない方は

　貸クラブー本11）0円で貸します。

5受講者の方には受講者N〔漂を渡

　しますので受講会場フロントヘ

　お出し下さい。

6受講会場　白石市福岡長袋字天

　王85　白石ファミリーゴルフセ

　ンター

　開講日　7月22日　午後6時

　終了日　8月15日

　受講料　8500円
　　　　　（入数により多少変更）

7希望の方は申込書と受講料を添

　えて7月15日までに白石市中央

公民館（盈6－2453）又は

受講開場フロント（智4－41

21、までご連絡下さい。

、
．
擁鰯

協

　　ヒ説

衡憲

　白石庭球協会でほ硬式テニス教

室を開設中です。

〉日時　7月の毎月曜日　午後6

　時30分から9時まで

〉場所　白石中学校屋内体育館

〉参加資格　市内に住んでいる方

　で年令に制限なし。

〉講師　白石庭球協会指導員

ひ受講料　白石庭球協会昭和55年

　度会費千五百円

〉申込み先　テニス教室にて受付

〉その他　テニスシューズを着用

　ラケ・・’トは各自持参

　問い合せは白石庭球協会千葉宅

　1岱6－3040）へ

　市教育委員会内にユース・ホス

テル入会申込所がありますのでご

利用ください。

　ユース・ホステルは、会員規則

を守れる満4歳以上の人なら、だ

れでも会員になれます。

　くわしくは、市教育委員会社会

教育課（智5－2111　内線4
11）へお問い合せください。

　本会では、市内の文化財保護に

関心を持ち、文化財に関する認識

を深めようとする人達を募集して

います。

〉昭和55年度の事業として下記の

　ことを行います。

　○文化財めぐ『）の実施。

　○文化財資料の収集、刊行、頒

　　布等。

　O研究会、講演会、講座等の開

　　設等。

［〉年間会費　1入　1，000円

じ〉申し込み先　教育委員会又は各

　地区公民館。（会費を添えて）

〉詳細は教育委員会社会教育課へ

　（魯5－2111　内線411）
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税の窓口
お　　住宅や住宅用土地を

し
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版
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　　　　　取得される方へ

　不動産取得税の課税標準の特例

又は減額の特例を受けようとする

場合は、取得の日から60日以内

に申告することが義務づけられま

した。

　今回の地方税法の一部改正によ

り、4月1日から従来無制限に認

められていた不動産取得税に係る

新築住宅についての課税標準の特

例措置（住宅1戸につき350万

円控除）及び新築住宅用土地の減

額措置（課すべき税額から150

万円に税率3％を乗じた額）につ

いて、次のような一定の制限が設

けられました。

1．住宅の新築（建売住宅の購入を

　含む）の場合の特例

　床面積が165平方ノートル以

　下で、．かつ1平方ズートル当り

　の価格が8万7千円以下のもの

　であること。

2住宅の増築又は改築の場合の特

　例

　この場合には、その増築又は改

　築のなされた住宅全体の床面積

　価格により判定し、350万円

　の控除をすることになりますが

　床面積、価格の要件は、新築住

　宅の場合と同じです。

3．1年以内の新、増築の場合の特

　例

　共同住宅等以外の住宅の建築

　（購入を含む）をした人がその建

　築後1年以内に、その住宅と一

　構となるべき住宅を新・増築し

　た場合には、前後の住宅の建築

　をもって一戸の住宅の建築とみ

　なして350万円の控除をする

　こととされています。

ら　せ　板

4・新築住宅の士地の減額について

　の制限

　新築住宅等の課税標準の特例に

　ついて、制限が設けられたこと

　により、新築住宅用土地につい

　ても、この特例適用住宅につい

　てのみ土地の減額が認められる

　こととなりました。

5．中古住宅の課税標準の特例

　今回、次のすべての適用要件を

　具備する中古住宅の取得につい

　ても、新築住宅と同様の特例措

　置が設けられました。

　中古住宅を取得した個人が、そ

　の取得の日前1年以上借家・社

　宅等に住んでいること。

〔ロ）床面積が、165平方メートノし

　以下で、かつ、40平方メート

　ル以上であること。

（勺1平方ズートノし当たりの価格が

　7万7千円以下であること。

（二1取得の日前10年の期間内に，

　新築されたものであること。

（ホ1売主が、その譲渡の日まで、引

　続き3年以上その住宅を所有し

　ており、その譲渡の日前コ年の

　期間内にその住宅に居住したこ

　とカごあること，

＠その注宅を取得した個八、が、自

　己の居住用に供するものである

　こと。

6．中古住宅の士地についての減額

（イ沖古住宅及びその土地を同時に

　取得した場合、又は、土地を取

　得してから1年以内に中古住宅

　を取得した場合。

（ロ）土地の取得の日前1年の期間内

　に中古住宅を取得していた場合

7．申告の義務

　特定措置及び減額措置の適用は

　その取得の日から60日以内に

　「不動産取得税申告書」を提出

　した場合に限り認められること

　になります、くわしくは大河原

ノ7

県税事務所課税課（盈0224

　5　3－3111）におたずね
　ください。

市道路台帳作成

の測量調査 お

し

　市でに、道路台帳現況図を作成
　　　　　　　　　　　　　　　ら
するため7月1日から来年3月末
　　　　　　　　　　　　　　　せまでに測量調査を開始します。

　調査にあたって民地に立ち入る版

こともありますので市民のみなさ

んのご協力をお願いします。

　問合せ（智5－2111内線2
64）市役所建設課道路管理係

国民年金
　　保険料は納めましたか

　国民年金の保険料は、納付期限

までキチンと納めていますか、

　納め忘れがないかどうか、お調

べください。

　保険料を納め忘れていると．病

気、事故などて　障害者にな4た

り、一家を支えていた方が亡・1な

ったときなどに、障害年金や母子

年金等が受けられな・1なります．

　また、将来、老齢年金も受けら

れないという大変なことにもなり

ます。もし、納め忘れの保険料が

ありましたら、すぐに納めましょ

つ。

　国民年金は

　　老齢年金だけではありません

　国民年金には、将来受ける老齢

年金の他に障害年金、母子年金、

遺児年金などがあセ）、皆さんが、

長い人生の節々で遭うかもしれな

い不慮の事故のときなどに、手当

てをするしくみになっています。

　これらの年金は物価の上昇にあ

わせて増額され率すので、将来、

目減りすることがありません。

　次の表のどれかに該当する場合
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版
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覧
■
つ

せ

版

にはすぐ、市役所市民課国民年金

係（費5－2111内線133）
に受給申請をしてください。
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55年度第2回

全 市
　
肖

　
働
飾
’

　伝染病予防と衛生害虫駆除のた

め全市一斉消毒を下記日程によ1）

実施いたします、

　◎注意事項

　①火気のある所では使用しない、

　また食器・飼料・おもちゃ等に

　力弓ナないこと。

日　程表

保

由
母

②消毒に従事される方は必ず

「マスグ・ゴム手袋等」を用いる

こと。

（豆）作業終了後は石鹸水で顔・手・

足をよく洗うこと。

　ワイノし病は致命率が高く、後遺

症こ、ある恐ろしい病気です。「ね

ずみ」が多1く発生すると危険率も

高くなり、田や川、堀などで作業

中に皮膚などから感染する伝染病

です，このワイル病を予防するた

め干防接種を行いますので接種ζ

紅るようお知らせし懐す。

1対象者　16歳以上の市民1原則

　として就農者）

［ン日巨寺　　7　月18日1金っ　コ5日（金1

　午後1時3（｝分～2時

し場所　白石市健康セン、ソー

1料盆無料
1．［申込み　7月14日まで市健康’セ

　）7一内衛生課または出張所、

　分室へ。問診書はその際交付し

　ます。

レその他　初めての方は2回接種

　か必要です。

月　日

7，！「6

7，／7

7〆一8

7，9

01【
’

11［
‘

ウ
臼17

7、ド13

7・14

7「〆20

曜日

日

月

火

水

木

金

土

日

月

日

地区名

白石

岡百
田ネ

福岡

’1・原

越河

斉川

大平

白石

大鷹沢

白川

実 施 区 別

南町・田町・本町・中町・長町・亘理町・寿

町・柳町・西益岡・中益岡・東益岡・新町・

短ヶ町・福岡長袋沖区

滝上・上原・下原・山ノ下・山根・八宮・西

区上・西区下・南区

芹沢・大網・弥治郎・鎌先・沼

川原子・不忘・蔵王・三住

全 区

全 区

全 区

全 区

清水小路・本郷1、2、3、4・鷹巣・上郡

山・郡山・小下倉・福岡滝下・尾箆

全 区

全 区・福岡深谷北区・東区
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佛日急患当番医

FI　日

6［
～

13

2り

［
ず

つ
一

呂

内 科

柿崎医院
仔～1221｛）

亘理医院
1二18501

大沼医院
15）25碇）2

広瀬医院
Glo23呂

巴　医　院

G12↓1け

トケ 岳干

くIJ田病院

（5）2145

加ぜ1大1医院

〔514701

く［1田病院

〔5｝2145

院
1

　
8

医
－

堤
ー

くlj川病院

G胃⊥4二

　
　
　
　
　
　
　
ダ

、
謹
懸

　
ヤ
　
ゆ

都台・により変更になる場合・もあります。

　　　　　　　　　　定　　例 相

佐藤真由美ちゃん

　　　（大鷹1尺矢口東118）

ママからひとこと

N’丈夫に育ってほしい”

清野俊輔ちゃん

　　　研果田手63の2）

ママからひとこと

わ
澄
家
の
ア
イ
ド

“蟹こころゆたかなル

　　談

相談区分

入権相削、

行政佃1、ノ、

税務　紅1、i炎

社会保険相，談

生盾相談

肖少年相談

消費生活相談

高　齢　者

職業相談
補聴器巡回

サー　ビ　ス

日炎†

「り

15

15

5

5・25
15

　　　15

毎週月・火・木・金1

15

毎週水・木・垂

1・15

10・24

時　　　閾

1（1：00～15：〔、｝（1

IO：00～15：1）O

1〔一1：（’10～16：01）

9：3〔）～15：〔）0

1り：Ol．1～12：り0

1り：り（1～15：no

9：吐）1一レ～17：1）Q

1【）：〔IU～15：〔）【．1

9：吐『10～16：｛）0

10：〔）0～14：〔）0

13：00～14：00

場 斤

白　石　市

2　階　相

几
ス
　
火
蔚
㌧

所
　
芸
土

全 上

白　石　市　役　所

1階市民相談室

市
相

石
階

・
日
3

1ス

談

所
　
室

白　石　市

2　階　相

気
火
覗

所
　
室

白石市没所4　　　　　　階
青少年桐談セン，学一

白　石　市　役　所
1　　　　　　階
消費生活相談室

白石市役1所

白　石市　役　所

内 容

結婚、離婚、遺産相続、借地
借家、雇傭、差別侍遇　強制
圧迫、私的制裁、その池

役所、公社、公団、公庫など
の仕事について不満なことや
希望すること

税金に関する二と

健康保険、船貝保険、厚生年

金など

日常生活上の困りごと

勉強のしかたや悩み等学習に
関すること、非行叉はその恐れ
のある青少年の問題や悩み等

買物苦情や消費生活一般

60歳以上の方の職業斡旋

補聴器の修理、調整など

※人権，行政　生活、消費生活の各相談を7月15日、小原公民館でも10時から14時まで行ないます。

行政相談員　白石市字中寺前67－2　小関利雄（岱6－2106〉白石市字番丁10　佐藤三雄（盈5－2246）
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